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「動かないこと」は、身体や頭の働きの低下につ

ながります。2週間の寝たきりにより失われる筋肉

量は、7年間に失われる量に匹敵すると言われて

います。テレビを見ながらストレッチやスクワットを
したり、家の中でも座っている時間を減らしたりす

ることを心がけましょう。また、口の中を清潔に保
つことが感染症予防に有効と言われています。毎

食後、寝る前の歯磨きや、義歯の清掃もとても

大切です。生活リズムを整えましょう!

「人と話す機会が減った」「いきつけの場所に行け

なくなった」という人も多いのではないでしょうか。

環境の変化はストレスの要因の 1つです。ストレス

が長く続くと、体調を崩してしまうこともあります。

ぜひ友人や家族と電話やオンライン通話を利用し
て、人と交流をしましょう ! 不安や悩みは人に話す
ことで緩和されます。不安な気持ちを抱えたままに

せず、早めに相談してください。病気のことや、ちょっ
とした困りごとなど、職員が何でもお聞きします。
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健康を維持するためには、1日3食きちんと食べて
エネルギーの補給をすることが大切です。特に、

筋肉など身体を作るたんぱく質を多く含む食品
（肉、魚、卵、大豆製品、乳製品など）は毎食

食べるようにしましょう。缶詰や冷凍食品を活用す

る、間食にヨーグルトを食べるなどのひと工夫で、
手軽にたんぱく質を補うことができます。お弁当や

外食は、おかずの種類が多い定食メニューを選ぶ
のもおすすめです。



新型コロナウイルスにとらわれすぎず、ご本人らしい生活を実現させる

ご家族に見ていただいたり、ベランダで外

の空気を吸っていただいたりしています。今

まで自分たちが行ってきた感染症対策を、

根拠に基づいて実施し、心はあまりウイルス

にとらわれすぎず、ご入居者にはご本人らし

い生活を送っていただけるようこれからも工

夫していきます。

　私たちはウイルスを施設に持ち込まないよ

うに、また、ご入居者への感染を防ぐため

に、さまざまな取り組みをしています。「杜

の家やしお」ではご入居者だけではなく、

施設に立ち入るすべての人に対して、体温測

定と健康チェックを実施しています。感染

症は『手』から伝播するため、ご入居者の食

事前の手洗いとアルコールによる手指消毒

はもちろんのこと、職員は介助ごとに手洗

いや手指消毒を徹底しています。飛沫感染

を防ぐため、現場ではマスクとゴーグルも日

常の風景になりました。ソーシャルディスタ

ンスを確保し、窓を開けて新鮮な空気をとり

込んでいます。

　ご入居者に発熱などの症状があった場合

は、他のご入居者との接触を防ぐため、症

状がなくなって7日を経過するまでは、居室

で過ごしていただいています。発熱者が多

いユニットは、職員の勤務を固定し、関わ

る人数を最小限にすることで、他のユニット

への感染を広めないように配慮しています。

　ご家族との面会や外出が制限され、催し

物も行えない状況ですが、ご入居者の生活

が少しでも楽しくなるように、写真を撮って

杜の家くりもと

杜の家やしお

iPadでオンライン面会！「杜の家くりもと」での“おうち時間”ができるように

　ご入居者にとってご家族とのコミュニケー

ションは、職員との間では得られない“心の

ケア”につながる大切な時間です。今は、

感染症のリスクを減らすため面会には制限

がありますが、「杜の家くりもと」では2つの

方法を実施しています。

　1つは従来どおり「対面での面会」です。

指定された場所で一度に2名まで、20分間

などの制限がありますが、ご入居者にとって

は安心の場になっています。もう1つは

「iPadでの面会」です。画面越しにご家族

の顔を見たときのご入居者の表情は明るく、

喜んで手を振る姿がとても印象的です。オ

ンラインで気軽に面会できるため、楽しみ

の1つになっているようです。その他には、

電話やお手紙を活用しています。お手紙は、

ご家族から手書きのものや写真が入った封

筒をいただき、ご入居者のお部屋に飾りま

す。時に読み返して微笑まれています。

　私はこれまでのケアを振り返り、「自分の

日常と施設で暮らすご入居者の日常の違い

は何か」を考えました。私自身が「自粛生

活」で友人や家族に会えないことにストレス

を抱え、変化のない自宅での生活をするこ

とで、特別養護老人ホームのご入居者もい

つも同じような生活をされているのかもしれ

ないと気づかされました。「施設だから」と

諦めない・諦めさせないケアについて考え、

これからも悩んでいきたいと思います。ご入

居者が寝る前に、今日あったことを日記に

書き留めたくなるような「杜の家くりもと」で

の“おうち時間”ができるといいなと考えて

います。

23歳多田 里奈
りなただ

杜の家くりもと 
ユニットリーダー
社会福祉士・介護職員初任者研修修了

生まれも育ちも北海道。実は民謡三味線が少
しできます！どこかで披露できるようにひっそり
練習中……（聴きたい曲や仲間を募集中です！） 

26歳大庭 雄太
ゆうたおおば

杜の家やしお 
ケアサービスワーカー
介護職員初任者研修修了

先日、ご入居者に結婚の話などめちゃくちゃ相談
に乗ってもらいました。世間はコロナ一色です
が、ぼくはご入居者ともっといろんな話をしたい
です。家では全力で遊んで、そして全力で仕事
しています。楽しいです ！ 



感染症対策を実施することは大切ですが、くらし
の中で医療的視点が入ってくると窮屈になりま
す。適度な距離感で感染症と付き合うこと、生
活の場が窮屈にならないような方法を考えていき
たいです。

私は、地域の総合病院で2年間勤務し、

2019年4月に福祉楽団に入職しました。入

職してすぐに、福祉楽団の「感染症対応ガ

イドライン」の改訂を担当しました。このガ

イドラインは、感染症対策の基本的な知識

や技術のほか、病気ごとの対応方法などを

定めているものです。

　本年1月に新型コロナウイルス感染症が

中国で発生したことを知り、2月には、マス

クや衛生用品の入手が困難になってきて少

し緊張感が高まりました。未知のウイルス

への対応には不安がありましたが、感染症

の専門機関からの情報収集をしていくうち

に、手洗いやアルコール消毒など標準的な

予防策を徹底していくことが重要だという

ことがわかり、漠然とした不安は解消して

いきました。

　3月上旬から、ほぼ毎週、感染症の研修

を実施しています。最初は不安そうな顔をし

て聞いていた介護職員が、研修を終えるこ

ろには納得感のある表情をしているのを見て、

正しい知識と技術の訓練が大切であること

を改めて思い知りました。

　施設で感染症の広がりを早く察知し対応

するために、発熱者の数をグラフにして「見

える化」する取り組みをしています。また、

すべての施設に「感染管理チーム」を設置し、

研修で教育した技術がきちんと実践されて

いるかをモニタリングしています。感染症に

対して不安な気持ちになることはあると思

いますが、だからこそ、正しい知識を身につ

けていくことが大切です。感染症についてわ

からないことがあるときは、お気軽にご相談

ください。

杜の家なりた

福祉楽団感染管理チーム

職員自身の健康管理も大切です

“知る”ことからはじまる感染症対策

25歳仲宗根 和也
かずやなかそね

ケアチーム
看護師・保健師

　今は、私たち職員が施設の中にウイルス

を持ち込まないように、勤務前には体温測

定や健康チェックをしています。少しでも

発熱や風邪の症状があると勤務制限をし、

7～14日程度出勤できなくなるので、いつも

以上に職員の数が減って平常のケアができ

なくなっています。やむを得ず週2回だった

入浴を週1回にし、代わりに全身清拭と着

替えをすることで皮膚の清潔を保てるように

努めています。また、居室やリビングの換気

をこまめに行ったり、ユニット内の手すりや

エレベーターのボタン、PCのキーボードな

ど、複数の職員やご入居者が触れる場所は、

1日1回以上アルコール消毒を行ったりしてい

ます。

　私自身は、家族が都内にいて実家には帰

れず、休みの日はなるべく外出しないでア

パートに篭っています。先日、4月に社会人

になって実家を出ていた弟が帰省して「久し

ぶりに家族みんなで話そうよ」と、LINE

をつないで4人で話しました。実家の両親と

弟が3人でわちゃわちゃしているのを見てい

たら、すごく面白くて、もやもやした思いが

消えてスッキリしました。

　ご入居者の中には、ご家族を心配して

「最近、何で来ないの？」と言われる人、生

活の変化に合わせようと頑張っている人、我

慢している人など、いろんな人がいらっしゃ

います。ご家族のみなさんには、テレビ電

話を通じてご入居者と顔を合わせたり言葉を

交したりしてもらえると嬉しいです。今だか

らこそ、ちょっとしたコミュニケーションが大

きな力になると思っています。

23歳
ゆめのよねもと

米本 夢乃
杜の家なりた 
ケアサービスワーカー
社会福祉士・介護職員初任者研修修了

入職して2年目となり後輩への指導も増えまし
た。まだまだ至らないところもありますが、頑張っ
ています ！ ディズニーが大好きで、今はお家で映
画やYouTubeを見てディズニーを感じて過ごし
ています。



しいと考えています。いまの目標は、発生はしても、感染を広げない

ことです。全国の病院や福祉施設での感染例などを参考にしながら

最小限にするための努力をしてまいります。

ご入居者とともに、介護にあたる職員も具合が悪くなったり、スト

レスを抱えております。法人として、研修の実施や、発熱した職員に

食事を届けるなど、必要な対応をとっているところです。介護職員が

いなくなったら、ご入居者の生活をささえることはできません。毎日、

身体を合わせて「濃厚接触」をしなければいけない仕事です。どうか

全国の介護職員に声援をお寄せください。そして、偏見や差別的な

行動を目の当りにしたときには毅然とした対応をお願いいたします。

これまでの、みなさまのご協力に心からお礼を申し上げますととも

に、長い取り組みになっていくと思いますので、引き続き、ご協力を

お願いいたします。

社会福祉法人福祉楽団　理事長　飯田大輔

こんなにも長い間、ご入居者とご家族の面会を制限したことは、

いままでありません。福祉楽団では、ご家族や地域の人が気軽に施

設に来られるように、面会簿や受付をなくしたり、さまざまな取り組

みをしてきました。それだけに、今の在りようは、せつなくて、悲し

い気持ちです。ご家族に自由に会えないつらさを思っています。この

ような非常のなかでも、ある意味、いつもどおりに、老衰によりだん

だんと自然な死に近づいている人もいらっしゃいます。そうした大切

な時間には、ベッドサイドにご家族が居られるようにしたいと考えて

おります。そうした人の面会をかなえるためにも、みなさまのご協力

をいただければ幸いです。

　新型コロナウイルス感染症は、発生してから数か月しかたっておら

ず、このウイルスや病気のことを詳細に知っている人は誰もいません。

私たちも最新の論文を勉強したり、国際機関からの情報を参照した

りしながら、その都度、対応をすすめています。しかし、施設の中

で、新型コロナウイルス感染症の発生をゼロにすることは非常に難

感染症対策へのご協力、ありがとうございます。
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緊急事態宣言による影響により決算業務、監査業務に遅れが生じているため、
2020年3月期の決算等の公表を2020年6月19日（金）に延期しています。

06 「neo STANDARD Apartment 柏たなか」
プロジェクトの中止について

本件施設整備のプロジェクトは、社会情勢の影響等により、今後の計画の進捗
が見通せない状況であるため、4月24日開催の臨時理事会において、中止す
ることに決定しました。

05 決算等の公表の延期について

07 訪問介護員等が着用する制服が変わります

5月20日から福祉楽団の訪問介護員や介護支援専門員等が着用する制服が
新しくなりました。青色になります。
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感染症の拡大防止のため、特別養護老人ホーム等の面会については、引き
続き制限をさせていただいております。また、通院や入院等により外出をした
ご入居者、発熱のあるご入居者については、一定の期間、居室でお過ごしいた
だく等の対応をする場合があります。みなさまのご理解とご協力をお願いします。

02 パソコンでの面会について

テレビ電話の仕組みを使って、ご自宅等のパソコンやスマートフォンからご入居
者と顔を見ながらお話をしていただけます。パソコン等をお持ちでない人は、施
設の事務所にご用意してあります。ご利用を希望する方は、施設の相談員まで
ご連絡ください。

TOPICS

面会制限や居室対応について

スマートフォンから介護記録が見られます

福祉楽団で導入している「ケアコラボ」は、ご家族がスマートフォン等から日々
の介護記録を見ることができます。ご利用を希望する方は、施設の相談員まで
ご連絡ください。

03

「杜の家なりた」で虐待を認知しました

2020年5月19日午前4時30分ごろ、男性介護職員が、女性入居者に対
して、高齢者虐待防止法に基づく身体的虐待があったと認知、判断いたしまし
た。行政当局には即日通報し、指導を受けながら業務改善を図っているところ
です。ご入居者とご家族の皆様に、大変なご心配をおかけしておりますこと、
心よりお詫び申し上げます。
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